
１ 特定小型原動機付自転車（電動キックボード等）とは 

特定小型原動機付自転車（電動キックボード等）とは、右図のような  

キックボードに電動機を装備したもので、車体の大きさや構造等によ 

って、車両区分が異なります。 

 

２ 改正道路交通法（原動機付自転車の定義）について 

  従来の電動キックボードの車両区分は、そのほとんどが原動機付自転車（以下「原付」 

という。）でしたが、令和５年７月１日施行の道路交通法の一部を改正する法律（令和４年 

法律第３２号）により、原付の車両区分が電動キックボードを表す「特定小型原動機付自 

転車（以下「特定原付」という。）」と従来の原付を表す「一般原動機付自転車（以下「一 

般原付」という。）」に定義分けされました。 

 なお、特定原付のうち「特例特定原動機付自転車（以下「特例特定原付」という。）」の 

基準を満たすものは、一定の条件の下で歩道を通行することができます。 

 

 

 

 

 

 

※ 【特定原付（電動キックボード等）の基準】 
〇 車体の大きさ 

長さ：190センチメートル以下   幅：60センチメートル以下 
〇 車体の構造 
・ 原動機として、定格出力が０．６キロワット以下の電動機であること。 
・ 時速20キロメートルを超えて加速することができない構造であること。 
・ 走行中に最高速度の設定を変更することができないこと。 
・ オートマチック・トランスミッション（AT）であること。 
・ 最高速度表示灯（灯火が緑色で、点灯又は点滅するもの）が備えられている 
こと。 

 
【特例特定小型原動機付自転車の基準】 
特定小型原動機付自転車のうち、次のいずれにも該当し、他の車両を牽引して 

   いないものは、特例特定小型原動機付自転車（以下「特例特定原付」という。） 
に区分され、例外的に歩道を通行することができます。 
○ 最高速度表示灯（緑色の灯火）を点滅させていること。 
○ 時速６キロメートルを超えて加速することができない構造であること。 等 

 

これらの基準を満たさないものは、形状が電動キックボードであっても、令和５年７月

１日以降であっても、その定格出力により、一般原付、自動二輪車等に該当しますので、

その車両区分に応じた交通ルールが適用され、運転免許も必要となります。 

原付 

【法改正前】 

特定原付（※） 
（特例特定原付を含む） 

一般原付 
（法改正前の原付と同じ） 

 原付 

【法改正後】 



３ 特定原付及び一般原付の道路交通法等の差異 

特定原付 一般原付 

【運転免許関係】 

 運転免許は不要ですが、１６歳未満の者

が特定原付を運転することは禁止されてい

ます。 

 また、１６歳未満の者へ特定原付を提供

することも禁止されています。 

 

罰則・・・ ６月以下の懲役又は１０万円以 

下の罰金 

点数・・・ 点数なし（特定原付は、点数制 

度対象外（以下同じ。）） 

 

【運転免許関係】 

原付以上の運転免許が必要になります。 

 

 

 

 

 

罰則・・・ ３年以下の懲役又は５０万円 

     以下の罰金 

点数・・・ ２５点 

 

【乗車用ヘルメットの着用】 

乗車用ヘルメットの着用は、努力義務で

すが、頭部を守り交通事故の被害を軽減す

るためには、乗車用ヘルメットをかぶりま

しょう。 

 

【乗車用ヘルメットの着用】 

乗車用ヘルメットは、義務ですので、必ず

かぶらなければなりません。 

 

点数・・・ １点 

 

【必要な装置（保安基準）】 

制動装置、前照灯、尾灯、制動灯、後部反

射器、警音器、方向指示器、最高速度表示灯 

（車道：緑色点灯、歩道：緑色点滅）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【必要な装置（保安基準）】 

制動装置、前照灯、尾灯、制動灯、後部反

射器、警音器、方向指示器、後写鏡、番号灯、

速度計等 

 

点数・・・  ２点（制動装置等違反） 

 １点（尾灯等違反） 

 

 

 

最高速度表示灯は、車道では緑色

点灯、歩道では緑色点滅となりま

す。なお、令和５年７月１日前に製

造された特定原付で最高速度表示

灯がないものは、令和６年１２月２

２日までに最高速度表示灯を備え

なければなりません。ただし、歩道

での走行を想定していない場合は、

点滅機能は必要ありません。 

罰則・・・ ３月以下の懲役又は５万円以下の罰金 



【通行する場所】 

 車道を通行しなければなりません。ただ

し、特例特定原付は、一定の条件の下、歩道

を通行することができます。 

 

 

〇 車道を通行する場合 

他の車両と同様に左側通行となりま

す。なお、自転車と同様に普通自転車専用

通行帯がある道路では、普通自転車専用

通行帯を通行しなければなりません。 

また、自転車道も必要により通行する

ことができます。 

 

 

 

＜イメージ図＞ 

〇 車道を通行する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通行する場所】 

車道を通行しなければなりません。ただ

し、道路外の施設又は場所に出入りするた

めやむを得ない場合に歩道等を横断するこ

とができます。 

 

点数・・・ ２点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

罰則・・・ ３月以下の懲役又は５万円以下の罰金 



〇 普通自転車専用通行帯がある場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 自転車道がある場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 歩道を通行できる場合 

特例特定原付は、「普通自転車等及び歩

行者等専用」の道路標識が設置されてい

る歩道に限り、歩道通行が認められてい

ます（全ての歩道を通行できるわけでは

ありません。）。 

 

 

 

 

 

 

歩道を通行する場合は、歩道の中央から

車道寄りの部分又は普通自転車通行指定部

分を徐行して通行しなければなりません。

 

※ 普通自転車専用通行帯を通行すること 

はできません。ただし、道路外の施設又は

場所に出入りするためやむを得ない場合

に普通自転車専用通行帯を横断すること

ができます。 

 

罰則・・・ ５万円以下の罰金 

点数・・・ １点 

 

 

※ 自転車道を通行することはできませ

ん。ただし、道路外の施設又は場所に出入

りするためやむを得ない場合に自転車道

を横断することができます。 

 

罰則・・・ ３月以下の懲役又は５万円以下

の罰金 

点数・・・ ２点 

 

 

 

※ 歩道を通行することはできません。た

だし、道路外の施設又は場所に出入りす

るためやむを得ない場合に歩道を横断す

ることができます。 

 

罰則・・・ ３月以下の懲役又は５万円以下

の罰金 

点数・・・ ２点 

 

 

 

「普通自転車等及び歩行

者等専用」の道路標識が

設置されていることを確

認してください。 



 

  この他にも、特定原付及び一般原付の運転者は、飲酒運転の禁止、指定場所での一時停 

止、携帯電話使用等の使用禁止など、車両の運転者として道路交通法などのルールを守っ 

て運転しなければなりません。 

ただし、歩行者の通行を妨げるときは、一時

停止しなければなりません。 

 

罰則・・・ ２万円以下の罰金又は科料 

 

 

 

 

 

 

 

【右折の方法（二段階右折）】 

全ての交差点でも、いわゆる「二段階右

折」（※）をしなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〇 二段階右折の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

【右折の方法（二段階右折）】 

二段階右折の道路標識が設けられている

交差点、または交通整理の行われている多

通行帯道路の交差点では、原則として二段

階右折をしなければなりません。 

 

 

 

 

点数・・・ １点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

罰則・・・ ２万円以下の罰金又は科料 

 二段階右折とは、青信号で交差点の向こう

側まで直進し、その地点で止まって右に向き

を変え、前方の信号が青になってから進むこ

とをいいます。 

 多通行帯道路とは、道路の左側部分に車両 

通行帯が３以上設けられている道路をいいま 

す。 



４ 交通事故の対応 

運転者等は、交通事故を起きた場合、 

〇 事故の続発を防ぐため、安全な場所に車を止めエンジンを切る 

〇 負傷者がいる場合は、医師、救急車などが到着するまでの間、可能な応急救護処 

置を行う 

〇 事故発生場所、負傷者数や負傷程度などを警察官に報告し、指示を受ける 

 の措置を講じなければなりません。 

これらの措置を講じなければ、いわゆる「ひき逃げ」又は「当て逃げ」になります。 

〇 死傷事故（ひき逃げ）の場合 

    罰則・・・ １０年以下の懲役１００万円以下の罰金 

点数・・・ ３５点 

  〇 物件事故（当て逃げ）の場合 

    罰則・・・ １年以下の懲役又は１０万円以下の罰金 

点数・・・ ５点 

 

５ 注意事項 

  特定原付を運転する場合に、電動機を動かさず 

・ 下り坂を惰性で通行させる場合 

・ 地面を足で蹴って通行させる場合 

も「運転」になりますので、ご注意ください。 

 

６ その他必要なこと 

 ・ 自動車損害賠償責任保険（共済）への加入     

 ・ 地方税法に基づく軽自動車税（市町村税）の納税及び課税標識（ナンバー）の表示 

 

７ その他 

  警察庁ホームページ 

   「特定小型原動機付自転車（いわゆる電動キックボード 

等）に関する主な交通ルールについて」 

 にも、特定原付について紹介していますので、参照してください 

（上記項目をクリックすると、警察庁ホームページへリンクして 【警察庁特設ページ】 

います。）。   
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